
緒　　言

　「つるきち」は，「キタノカオリ」を母に持つ中華めん
に向く硬質秋まき小麦で，2003年に優良品種となった
「キタノカオリ」15）の課題であった穂発芽性や低アミロ
耐性11）が改良されており，2012年に北海道の優良品種
となった7）。耐倒伏性に優れ栽培しやすい点が注目され，
2014年播種から一般栽培が始まることから，基本的な栽
培技術（播種適期・播種適量，窒素施肥法）の開発が求
められている。
　北海道における秋まき小麦の播種適期・播種適量に関す
るこれまでの成果としては，日本めん用の「ホクシン」18）
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では，収量の安定性の面から越冬前に６葉以上（道央道北）4）
,17）及び5.0～5.5葉（道東）2）,14）を確保できる播種期が推奨
されている。また，倒伏のリスクと収量性の確保の点から，
播種量255粒/㎡が提案されている2）,4）。その後「ホクシン」
に置き換わって普及した「きたほなみ」19）では，「ホクシン」
と比べて越冬後に茎数が増えやすく，倒伏のリスク管理が
重要なことから，「ホクシン」と比べてやや遅い播種期（道
央道北5.5～6.5葉，道東５葉）9）,13）と少なめの播種量（140
粒/㎡）1）,6）,9）,10）が推奨されている。
　一般にパン・中華めん用小麦は日本めん用よりも子実
タンパク質含量が高いことが流通上求められており8），
子実タンパク質含量を求められる水準まで高める窒素施
肥法が必要である。既存のパン・中華めん用品種である
「キタノカオリ」は，多収に伴い子実タンパク質含量が
低下する場合があること，耐倒伏性が優れることから，
起生期，幼穂形成期，止葉期の追肥及び開花期の追肥に
よる窒素多肥栽培が推奨されている12）。「つるきち」に
ついても中華めん用であり子実タンパク質含量が高いこ
とが求められることから，「キタノカオリ」と同様の窒
素施肥法が適すると考えられるが，これまで具体的な検
討はなされていない。
　本研究では異なる播種期，播種量で「つるきち」を栽
培し，最適な播種期，播種量を明らかにした。また，現

硬質秋まき小麦「つるきち」の品種特性に対応した栽培法
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　「つるきち」は2012年に北海道優良品種となった中華めん用硬質秋まき小麦である。茎数の推移パターン
や草姿が「きたほなみ」等の従来の秋まき小麦品種と異なることから，新たに品種特性に対応した栽培法を
検討した。播種期，播種量の試験結果から，「つるきち」では播種期が遅い場合及び播種量が少ない場合に
穂数が確保できず低収となることを明らかにし，播種適期（越冬前積算気温で道東では470℃以上を確保で
きる時期，道央道北では580℃以上を確保できる時期）及び播種適量（255粒/㎡）を設定した。「つるきち」
の窒素施肥法については，「キタノカオリ」で推奨されている施肥法に準じるが，子実タンパク質含量が「キ
タノカオリ」より高くなりやすい特性を持つので，止葉期以降の追肥量に留意する必要がある。穂数が確保
しづらく穂数500本/㎡を下回ると「きたほなみ」との子実重の差が大きくなることから，穂数の目標値を
500本/㎡以上とした。

79北海道立総合研究機構農試集報　99,　79－87（2015）



時点で秋まき硬質小麦の施肥法として示されている「キ
タノカオリ」窒素施肥法12）を「つるきち」に適用可能
かを検証した。さらに，「つるきち」と「きたほなみ」
及び「キタノカオリ」の穂数の推移パターンの違いを明
らかにするとともに，「つるきち」の目標とすべき穂数
および茎数を示した。

試験方法

１）試験場所と栽培条件
　試験は2010～2012年播種で，北海道内の北見農業試
験（以下北見農試，火山性土，常呂郡訓子府町），中央
農業試験場（以下中央農試，火山性土客土，夕張郡長
沼町），十勝農業試験場（以下十勝農試，火山性土，河
西郡芽室町），上川農業試験場（以下上川農試，低地土，
上川郡比布町）の試験圃場およびJAきたみらい農業技
術センター圃場（以下北見市，低地土，北見市北上）で
実施した。条間は北見農試では30cm（2010年播種のみ）
と20cm（2010～2012播種）で，中央農試では20cm，
十勝農試，上川農試及び北見市では30cmで行った。リ
ン酸10～17.5kg/10a，加里5～9.7kg/10aを基肥として，
各試験区に共通で施与した。

２）播種期
　適期播種として，各試験場所の慣行に基づき９月15
～24日に播種した。北見農試（2010～2012年播種）及
び十勝農試（2011，2012年播種）では，適期播種より
６～９日早い早期播種区を設けた。中央農試では，播
種期が10日遅く，播種量が340粒/㎡の処理区を設けた
（2010年播種）。ただし，播種後の気象条件から，適期播
種でも意図した越冬前積算気温が得られていない事例が
あることから，解析では播種期以外の条件が同じもしく
は類似した処理区のペアで，播種期が早い方を早まき区，

遅い方を遅まき区とした。

３）播種量，窒素追肥量及び比較品種
　2010年播種では，「つるきち」を品種育成過程で実施
した奨励品種決定基本調査（以下奨決基本調査）に準ず
る播種量および窒素施肥量（播種量255粒/㎡，基肥４
～５kgN/10a，起生期追肥６～10kgN/10a）で栽培した。
比較のために，北見農試では「きたほなみ」を，十勝農
試では「きたほなみ」及び「キタノカオリ」を同一条件
で栽培した。「つるきち」については，播種量を340粒/
㎡とした播種量増区を設けた。さらに，北見農試では「つ
るきち」を「キタノカオリ」の推奨栽培法12） で栽培し
た試験区を設置した（表１）。
　2011，2012年播種では，「つるきち」を「キタノカオリ」
の推奨栽培法及び「きたほなみ」の推奨の栽培法1）,9）,10）,13）

に準じた条件で栽培した。具体的な播種量，窒素施肥量
は表１のとおりである。北見市を除いて，比較のために「キ
タノカオリ」の推奨栽培法で「キタノカオリ」を，「きた
ほなみ」の推奨栽培法で「きたほなみ」を栽培した。「つ
るきち」については，「キタノカオリ」の栽培法に準じた
窒素施肥条件（北見農試，中央農試，十勝農試，上川農試）
および「きたほなみ」の栽培法に準じた窒素施肥条件（中
央農試）で，播種量を340粒/㎡とした播種量増区を設け
た。表１に示した窒素施肥量よりも基肥，起生期，幼穂
形成期，止葉期の窒素施肥量を2～4kgN/10a程度増や
した試験（総窒素施肥量で22～28kgN/10a）を各年，各
場でのべ12区設けた。

４）過去の試験事例の解析
　一部の解析では，2009～2012年播種の奨励品種決
定現地調査（以下奨決現地調査）の試験結果7）を用い
た。解析に用いた品種は「つるきち」（「北見85号」とし

表１　栽培試験の具体的設計

試験場所 栽培法 播種量
（粒/㎡）

窒素施肥量（kgN/10a）

基肥 起生期 幼穂
形成期 止葉期 開花期

葉面散布
北見農試 ほなみ 140 4 4 4 4 0

カオリ 255 4 8 4 0 3
北見市 カオリ 255 4 8 4 4 0
十勝農試 ほなみ 140 4 4 4 4 0

カオリ 255 4 8 0 5 3
中央農試 ほなみ 140 4 6 0 4 0

カオリ 255 4 6 2 6 0
上川農試 ほなみ 140 4 6 4 4 0

カオリ 255 4 6 3 6 0

注１）栽培法の“ほなみ”は「きたほなみ」の“カオリ”は「キタノカオリ」の推奨栽培法に準じた栽培条件。
注２）開花期葉面散布は尿素２％溶液を３回散布。
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て供試）および「きたほなみ」で，播種期は９月16～
30日，播種量は170～255粒/㎡，総窒素施肥量は４～
24kgN/10aであった。

５）調査項目
　主茎葉数，茎数，穂数，稈長，千粒重などの調査方法
は，道総研農業試験場の定法による5）。越冬前の茎数調
査については，圃場で直接または圃場から堀上げて調査
した。子実重及び千粒重は，子実水分13.5％に換算して
示した。子実水分及び子実タンパク質含量はインフラテ
ック1241（FOSS社）によって測定し，子実タンパク質
含量は子実水分13.5％換算で示した。一部の解析では，
試験場所により収量レベルが大きく異なることから，子
実重の「きたほなみ」比（［「つるきち」の子実重］÷［「き
たほなみ」の子実重］×100）を使って解析した。

６）気象データの解析
　越冬前積算気温は，北海道においてこれまで用いられ
てきた計算方法を用いた3）,13）。日平均気温が３℃以上あ
った日の日平均気温を播種日から11月15日（越冬前の途
中の調査の場合は調査日）まで積算した。播種日と11月
15日（または調査日）の日平均気温も積算の対象とした。
日平均気温は，最寄りのアメダスポイントのデータを用
いた。また，登熟日数は［成熟期］-［出穂期］で計算した。

結果と考察

１）播種適期の検討
　北海道において，過去に示された秋まき小麦の栽培法
では，播種適期は越冬前に必要な葉数として整理されて
いる。このため，本研究でも「つるきち」における越冬
前積算気温と越冬前葉数の関係を調査した。越冬前積算
気温と越冬前主茎葉数の関係は，図１にみられるように，
「つるきち」と「きたほなみ」でほぼ一致した。
　「きたほなみ」では越冬前に確保すべき葉数は，４～
６葉（道東），5.5～6.5葉（道央道北）とされ13），「ホク
シン」，「キタノカオリ」では５～5.5葉（道東），６葉以
上（道央道北）とされている2）,4）,12）。「つるきち」は耐倒
伏性が強く，「きたほなみ」のように過繁茂により倒伏
するリスクが低い一方で，耐雪性は強くないことから7），
越冬前に十分な生育を確保する必要がある。このことか
ら，「つるきち」では越冬前に「ホクシン」，「キタノカ
オリ」に準じた葉数が必要である。ただし，「ホクシン」
では，道東では過繁茂とそれに伴う倒伏を避けるため，
播種期の早限を5.5葉までとしているが，「つるきち」で
は過繁茂による倒伏のリスクは低く7） 5.5葉を早限とする
必要はない。これらのことから，「つるきち」で越冬前
に必要な葉数は，５葉以上（道東）及び６葉以上（道央

道北）とするのが適切である。また，「つるきち」と「き
たほなみ」で，越冬前積算気温と越冬前主茎葉数の関係
が同一であることから（図１），須田らが報告している
「きたほなみ」における越冬前積算気温と茎数の関係式
（y=-0.000011x2+0.0205x-2.143）13）を当てはめると，５
葉は越冬前積算気温470℃に，６葉は580℃に対応する。
「つるきち」の播種適期はこれらの越冬前積算気温が確
保できる時期となる。
　播種期の早晩が茎数・穂数・子実重に与える影響を明
らかにするために，基本的な栽培条件が同様で播種期が
異なる試験区について，早まき区と遅まき区の茎数・穂
数・子実重を比較した。両区の差は，日数で６～10日，
越冬前積算気温で107～151℃であった。遅まき区では，
早まき区に対して越冬前茎数は77％，穂数は93％でt検
定で有意差が認められた。子実重は97％で５％水準で有
意ではないものの，p値は0.07であった（表２）。子実重
の減少は平均すると３ポイントであり，それほど大きく
ないが，越冬前積算気温が低い事例（462℃）で極端に
子実重が減少している事例が見られた（図２）。
　さらに越冬前積算気温と子実重の関係を詳しく見るた
めに，過去の奨決現地調査における「つるきち」と「き
たほなみ」の試験結果を解析した。その結果，「つるきち」
の子実重の「きたほなみ」比は，越冬前積算気温が低い
ほど小さくなる傾向が見られた（図３）。
これらのことから，「つるきち」で安定した収量を得る
ためには，越冬前積算気温を確保することが重要である

図１　越冬前積算気温と越冬前主茎葉数の関係
　調査は2010～2013年播種の十勝農試のべ23例及び上川農試の
べ７例，2013年播種の北見農試H25播種のべ２例及び中央農試の
べ６例，2012年播種の北見市のべ１例。播種粒数は「つるきち」
140～340粒/㎡，「きたほなみ」100～200粒/㎡。回帰式の実線
は「つるきち」で破線は「きたほなみ」。回帰式は次のとおり。

つるきち：　ｙ＝-0.0000130 x2+0.0217 x-2.081
きたほなみ：ｙ＝-0.0000137 x2+0.0226 x-2.312
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と考えられる。どの程度の越冬前積算気温があれば良い
かは，これらの試験から明示できなかったが，図２およ
び図３から500℃前後であると推測される。葉数から設
定した道東の播種適期は越冬前積算気温で470℃以上で
あるが，470℃を超えた十分な越冬前積算気温の確保は，
安定した収量を得るために有効であると考えられた。

２）適切な播種量の検討
　「キタノカオリ」の播種適量は255粒/㎡とされている
が12），「つるきち」の播種適量を明らかにするために，
播種量を変えた場合の茎数・穂数・子実重への影響を検
討した。最初に，播種量を140粒/㎡に減じた場合の影
響を検討した。同様の施肥条件で，播種量140粒/㎡の
試験区（以降140粒区）と播種量255粒/㎡の試験区（以
降255粒区）と比較した場合，140粒区の越冬前茎数は

255粒区の70％，穂数は86％でt検定で有意差が認めら
れた。子実重は95％で，５％水準で有意ではないものの，
p値は0.07であった（表３）。
　次に播種量を増やした場合の茎数・穂数・子実重へ
の影響を検討した。播種量が255粒/㎡の試験区と340粒
/㎡の試験区（以降340粒区）で比較した結果，340粒区
の越冬前茎数は255粒区の116％，子実重は102％で，t
検定で有意差が認められた（表４）。穂数は102％で有意
差は認められなかった。
　播種量を増やした場合の子実重の増加効果は平均で２
ポイントと小さかったが，効果が大きい事例と小さい事
例が存在した。そこで，播種量増加による子実重の増加
効果に影響を及ぼす要因を検討した結果，登熟日数が45
日に満たない場合，増収効果が大きい傾向がみられた（図
４）。また，255粒区の穂数が500本/㎡を下回る条件では，

図２　越冬前積算気温と遅まきになった場合の子実重
の変化の関係

図３　越冬前積算気温と「つるきち」の子実重「きた
ほなみ」比の関係
奨決現地調査（2009～2012年播種）の試験結果

表２　播種期が茎数，穂数および子実重に及ぼす影響 

項目 越冬前茎数
（本/㎡）

起生期茎数
（本/㎡）

穂数
（本/㎡）

子実重
（kg/10a）

遅まき区 1,294 1,589 558 652
早まき区 1,678 1,777 603 676
遅まき区/
早まき区比
（％）

77 89 93 97

p値 0.00 0.10 0.03 0.07

注１）試験箇所，年次，施肥量が同じ試験区をペアにして比較
した（北見農試11事例，中央農試１例，十勝農試３例，）。

注２）早まき区と遅まき区の播種期の差は６～10日（越冬前積
算気温で107～151℃）で試験事例により異なる。

注３）p値は各試験事例を対応のあるt検定で検定した場合のp値
（n=15）。

表３　播種量を減らした場合の茎数，穂数，子実重へ
の影響 

項目 越冬前茎数
（本/㎡）

起生期茎数
（本/㎡）

穂数
（本/㎡）

子実重
（kg/10a）

140粒区 947 1,101 406 552
255粒区 1,350 1,398 472 580
140粒区
/255粒区比
（％）

70 79 86 95

p値 0.00 0.10 0.03 0.07

注１）試験箇所，年次が同じで施肥量が同じまたは最も近い試
験区を対にして比較した（北見農試２例，中央農試２例，
上川農試２例，十勝農試２例ののべ８例）。総窒素施肥量
が同じでない例は，北見農試２例（140粒区で窒素施肥が
３kgN/10a少ない），十勝農試１例，上川農試２例（140
粒区で窒素施肥が１kgN/10a少ない）。

注２）p値は各試験区の対を対応のあるt検定で検定した場合のp
値（n=8）。注３）p値は各試験事例を対応のあるt検定で
検定した場合のp値（n=15）。
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播種量の増加による穂数の増加効果が大きい傾向がみら
れた（図５）。
　以上のことから，「つるきち」は「きたほなみ」並の
140粒/㎡で播種した場合，穂数が少なくなり，子実重
が低下するリスクがあることから，少量播種は適さない

と考えられた。また，播種量を255粒/㎡から340粒/㎡
に増やすことで，子実重の増加の効果はみられるもの
の，その差は小さいことから，基本的に播種量は255粒
/㎡が適当であると考えられた。ただし，播種量340粒/
㎡にすることで，登熟期間が45日に満たない場合は子実
重の増加効果が，穂数が500本/㎡を下回る場合は穂数
の増加効果がみられることから，これらの条件が当ては
まる場合は播種量を340粒/㎡に増加することは選択肢
の１つとなる。

３）窒素施肥法の検討
　「キタノカオリ」に推奨されている窒素施肥法は，道
央地域では基肥４，起生期から幼穂形成期に９，止葉期
に６または止葉期３かつ葉面散布３の計19kgN/10a，道
東地域では基肥４，起生期８，幼穂形成期～止葉期に５，
開花期以降の葉面散布で３の計20kgN/10aとされてい
る。この施肥法を「つるきち」に適用した場合，倒伏の
発生はなく子実重も「キタノカオリ」より大きく劣るも
のではなかった（表５）。ただし，子実タンパク質含量
は「キタノカオリ」より1.4ポイント高かった。
　優良品種認定時に行われた奨決基本調査でも，「つる
きち」の子実タンパク質含量は，「キタノカオリ」より
も高く，その差は0.3ポイント（北見農試）及び0.7ポイ
ント（中央，上川，十勝農試平均）であった7）。しか
し，本研究における栽培試験では，「つるきち」の子実
タンパク質含量は「キタノカオリ」よりも1.4ポイント
高くなり，９例中４例で品質ランク区分の基準値の上限
（14.0％）4）を超えてしまった（表５）。この要因として，
奨決基本調査では総窒素施肥量が10～12kgN/10aと少
なかったのに対し，本研究の栽培試験では「キタノカ
オリ」栽培法に準じた窒素施肥法（総窒素施肥量18～
19kgN/10a）で多肥であったことが影響していると推測
される。「つるきち」は多肥条件で特に子実タンパク質
含量が高くなりやすい品種特性をもっていると考えられ
る。
　以上のように，窒素施肥法については，「つるきち」
同様に耐倒伏性が優れる硬質秋まき小麦である「キタノ
カオリ」の窒素施肥法が参考になると考えられる。ただ
し，「つるきち」は上述のとおり多肥条件で子実タンパ
ク質含量が高くなりやすい品種特性をもっている。
　小麦においては用途別に適正な子実タンパク質含量
が設定されており，パン中華めん用基準値は11.5％以上
14.0％以下とされている4）。「キタノカオリ」では子実タ
ンパク質含量を上げるために，止葉期以降の追肥を行う
体系となっているが12）,16），「つるきち」の場合，高子実
タンパク質含量が懸念される圃場では，止葉期以降の窒
素追肥量を削減して適正な子実タンパク質含量の範囲に

図４　255粒区の登熟日数と子実重の340粒区/255粒区比
凡例：○北見農試・北見市，□十勝農試，▲中央農試，
●上川農試。

図５　255粒区の穂数と穂数の340粒区/255粒区比
凡例は図４に同じ。

表４　播種量を増やした場合の茎数，穂数，子実重へ
の影響 

項目 越冬前茎数
（本/㎡）

起生期茎数
（本/㎡）

穂数
（本/㎡）

子実重
（kg/10a）

340粒区 1,569 1,584 554 630
255粒区 1,353 1,486 545 617
340粒区
/255粒区比
（％）

116 107 102 102

p値 0.00 0.02 0.38 0.01

注１）試験箇所，年次，施肥量が同じ試験区を対にして比較し
た（北見農試８例，中央農試５例，上川農試５例，十勝
農試４例，北見市１例ののべ23例）。北見市の越冬前茎数
は未調査。

注３）p値は各試験事例を対応のあるt検定で検定した場合のp
値（n=23）。
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表５　「キタノカオリ」栽培法を適用した「つるきち」の栽培試験結果

品種 出穂期
（月/日）

成熟期
（月/日）

越冬前
茎数

（本/㎡）

成熟期
穂数

（本/㎡）
稈長
（cm） 倒伏程度 子実重

（kg/10a）
千粒重
（g）

容積重
（g/L）

子実タンパク
質含量
（％）

同キタノ
カオリ差

つるきち 6/9 7/24 1257 499 75 0.0 621 45.9 837 13.8 1.4
キタノカオリ 6/12 7/26 1372 535 79 0.0 655 43.7 844 12.4 －

注）「キタノカオリ」栽培法を適用した事例の平均値（３ヵ年４場ののべ９事例）

図６　「つるきち」と「きたほなみ」，「キタノカオリ」の茎数の推移の違い
栽培条件が同一または類似の試験区を対にした品種ごとの平均値。

図７　「つるきち」における穂数と子実重「きたほなみ」
比の関係

　「つるきち」の栽培試験結果（試験場内及び北見市，2010～
2012播種）は「キタノカオリ」栽培法の他に施肥，播種期，播
種量の処理区を含む（n=85）。奨決現地調査は各地域慣行の栽培
管理（n=50）。子実重の「きたほなみ」比の計算には栽培試験で
は「きたほなみ」栽培法による「きたほなみ」の子実重を，奨
決現地調査では同一栽培条件の「きたほなみ」の子実重を用いた。
○は穂数500本/㎡未満の、灰色の□は穂数500本/㎡以上の事例
を示す。相関係数の＊＊＊は１％の有意水準で有意であったこ
とを示す。

図８　「つるきち」の起生期茎数と穂数の関係
　「つるきち」の栽培試験結果（試験場内及び北見市，2010～
2012年播種）は「キタノカオリ」栽培法の他に施肥，播種期，
播種量の処理区を含む（n=85）。●は、「キタノカオリ」の施肥
法を適用した事例、○はその他の事例。▲は越冬前茎数が極端
に多くなった2012年播種の十勝農試の事例で回帰直線の計算か
ら除外した。相関係数の＊＊＊は１％の有意水準で有意であっ
たことを示す。
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収める必要がある。この場合，尿素の開花期葉面散布を
行う体系ではその省略，止葉期追肥６kg/10aの場合は
３kg削減が妥当であると考えられる。

４）茎数の推移パターン
　栽培上重要な品種特性として，「つるきち」の茎数の
推移パターンを調査した。「つるきち」は，「きたほな
み」と同じ越冬前茎数であっても，起生期以降の茎数は
「きたほなみ」より少なく推移し，最終的な穂数も少な
くなった（図６）。「キタノカオリ」と比較しても，同様
に幼穂形成期以降の茎数は少なく推移した（図６）。「つ
るきち」は既存の品種と比べて茎数および穂数が確保し
づらい品種であると考えられた。このため，「つるきち」
の栽培では穂数を確保することが重要であると考えられ
た。

５）穂数及び越冬前茎数の目標値
　上述のとおり，「つるきち」は穂数が確保しづらい品
種であることから，穂数及び越冬前茎数の目標値を検討
した。農業試験場における栽培試験に加えて，奨決現地
調査のデータを用いて，穂数と「つるきち」の子実重「き

図９　地域別にみた「つるきち」の越冬前茎数と起生期茎数の関係
実線は回帰直線を、破線はy=xを示す。▲および相関係数の＊＊＊は図８に同じ。

たほなみ」比の関係を解析した（図７）。その結果，子
実重の「きたほなみ」比は，穂数500本/㎡未満では穂
数との相関が高かったが，穂数500本/㎡を超えると穂
数との相関が見られなくなった。このように穂数500本
未満では，穂数が子実重の大きな制限要因となっている
ことから，500本/㎡以上を目標とするのが適当と考え
られた。一方，本論文中の試験及び過去の奨決現地調査
において，倒伏した事例がほとんど無かったことから，
穂数の上限については設定しなかった。
　次に，目標穂数に対応する越冬前茎数を求めるために，
穂数と各生育期節における茎数の関係を解析した。越冬
前茎数が極端に多くなった2012年播種の十勝農試の事
例を除いて，穂数と起生期茎数には直線的な関係がみら
れ，回帰直線y=0.1792x+272.16が得られた（図８）。越
冬前茎数と起生期茎数の関係も直線的な関係がみられた
が，道東と道央道北では異なる回帰直線が得られた。道
東では越冬前より起生期の茎数が多いのに対して，道央
道北では越冬前と起生期の茎数はほぼ同じであった（図
９）。
　これらの関係から，穂数500本/㎡となる起生期茎数
は1300本/㎡になり（図８）。起生期茎数が1300本/㎡と

表６　「つるきち」の当面の栽培法
項目 内容

播種期
穂数の確保が重要な品種であり，適期播種に努める必要がある。越冬前積算気温で道東では470℃（5葉）以上，道央
道北では580℃（６葉）以上が確保できる時期。ただし，道東でも470℃を超えた十分な越冬前積算気温の確保は，穂
数と子実重の確保のために有効である。

播種量 255粒/㎡。播種粒数が少ないと穂数が確保できず低収となる。ただし，登熟期間が短くなる地域，穂数が確保しづら
い地域では，340粒/㎡に増加することで子実重と穂数が増加する。

窒素施肥法
「キタノカオリ」の施肥法に準じる。ただし，「キタノカオリ」より子実タンパク質含量が1ポイント以上高くなるので，
子実タンパク質含量が上がりすぎる圃場では止葉期以降の追肥量の削減（尿素の開花期葉面散布実施の場合はその省
略，止葉期追肥６kg/10aの場合は3kg削減）が必要である。

目標穂数茎数 穂数：500本/㎡以上。
越冬前茎数：道東1100本/㎡以上，道央道北1300本/㎡以上。
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なる越冬前茎数は道東と道央道北で異なり，道東で1100
本/㎡，道央道北で1300本/㎡となる（図９）。以上のこ
とから，「つるきち」における越冬前茎数の目標値は道
東で1100本/㎡，道央道北で1300本/㎡である。

５）まとめ
　以上のことを総合すると，「つるきち」の栽培法は表
６のようにまとめられる。
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Seeding rate, seeding date, and nitrogen fertilizer application 
method suitable for novel hard winter wheat cultivar ‘Tsurukichi’
Shizen OHNISHI＊1, Satoshi KOBAYASHI＊2, Kouji NAKAMICHI＊3, Tetsuya 

INOUE＊4, Chihiro SOUMA＊5, Goh HIRAI＊6, Naoki IMURA＊7, Hideharu ARAKI＊7, 
Chihiro KANNO＊7, and Hironobu JINNO＊1

Summery

 ‘Tsurukichi’ is a novel hard winter wheat cultivar for Japanese alkaline noodle use. ‘Tsurukichi’ has some cultural 
characteristics those are diff erent from current leading cultivar ‘Kitahonami’, thus proper seeding rate, seeding 
date, and nitrogen fertilizer application method should be presented for ‘Tsurukichi’. We confi rmed that ‘Tsurukichi’ 
tend to show low yield when seeding rate is low or seeding date is late, and proposed proper seeding date (as 
accumulated temperature above 3 °C from sowing to November 15, 470°C for Eastern Hokkaido and 580°C 
for Central or Northern Hokkaido) and proper seeding rate (255grain/m2) for ‘Tsurukichi’. We also revealed that 
more than 500 spikes per square meter are required to obtain suffi  cient yield with ‘Tsurukichi’. In addition, grain 
protein content of ‘Tsurukichi’ is tend to be higher than ‘Kitanokaori’, a hard winter wheat which is growing in 
Hokkaido, therefore farmers should avoid excess application of nitrogen fertilizer after fl ag leaf stage when grain 
protein content is expected to exceed desirable level.
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